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図4　試料A (上段)および試料C (下段)の焼鈍による各ピ

ーク強度の変化

はさほど大きくない･したがって,格子間原子-Co集

合体が解離するならば,試料Aと試料CでⅠピークの減

少の速度はあまり変わらないはずである.以上の点から

Ⅴピ-クの減少機構としては,前記1)の機構がより確か

らしいと思われる.

総　　　　　論

あらかじめ急冷して空孔を導入した試料を電子線照射

することによって次の結果が得られた.

1)急冷実験では得られなかった新しい空孔一Co集

合体を見出した.この集合体は少数個の空孔とCo

が結合したものと思われる.

2) 150K～175Kの温度範囲で,空孔が移動するこ

との直接的な証拠が得られた.これは,回復過程

の｢空孔モデル｣8)を支持するものである.

3)空孔-Co間の相互作用は必ずしも大きくなく,

消滅場所の多い場合には解離しやすいことが示さ

れた.

(1981年2月9日受理)
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